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助
け
合
い
の
心
が
日
本
社
会
を
変
え
る
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四字熟語は
賀川豊彦による
協同組合の
7つの中心思想

生
協
、労
組
、農
協
、労
働
金
庫
、共
済
保
険
…
…
。

私
た
ち
の
社
会
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
事
業
や
運
動
に
共
通
す
る
も
の
、

そ
れ
は
次
の
二
点
で
す
。

一
、 

助
け
合
い
の
た
め
の
組
織
で
あ
る
こ
と（
営
利
目
的
で
な
い
）

二
、
社
会
事
業
家
・
賀
川
豊
彦
が
開
拓
的
に
関
わ
り
推
進
し
た
こ
と

資
本
主
義
の
も
た
ら
す
格
差
と
貧
困
が
今
以
上
に
深
刻
で
あ
っ
た
大
正
―
昭
和
前
期
、

賀
川
は
、日
本
の
相
互
扶
助
の
伝
統
を
社
会
的
・
組
織
的
に
促
進
す
る

協
同
組
合
運
動
を
精
力
的
に
展
開
し
ま
し
た
。

賀
川
が
始
め
た
事
業
は
大
き
く
成
長
し
、現
在
、生
協
の
組
合
員
2
8
3
0
万
人
、

労
組
・
連
合
6
8
6
万
人
、農
協
1
0
2
7
万
人
と
、実
に
日
本
人
の
3
分
の
1
以
上
が

こ
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
近
年
は
、各
団
体
の
枠
を
越
え
て
社
会
の
必
要
に
応
え
る
連
携
も
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
に
よ
る
格
差
と
分
断
が
国
内
外
で
問
題
と
な
り
、そ
の
矛
盾
を
乗
り
越
え
る

次
の
社
会
が
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。
賀
川
の
友
愛
精
神
を
共
通
の
土
台
に
も
つ
事
業
体
が
連
携
す
る
こ
と
は
、

日
本
社
会
に
ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
拓
き
、社
会
を
変
え
て
い
く
力
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

、


